
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
教育委員会だより　　　　地域の中で　仲間と共に　自分を磨く　　　　　　　　　　　　令和８年１０月１３日　 

 

ああ　遠くの空は　晴れている 

　ＮＯ３８　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南箕輪村教育委員会 

　　　　「思いやりと頼もしさ」を感じた、広島平和学習研修報告会 

　10 月 1日に実施された研修報告会、参加者は、プレゼンテーションソフト、新聞形式、詩の朗読といった、様々な形で、 
「自己テーマ」について学んだことを堂々と発表しました。 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　 
忘れていく「時間」という波に、 

　この歴史を渡してはならない。 
　 
　受け取った温もりを、次の誰かへ繋ぐこと。 
　目の前の誰かに思いやりを、平和を差し出すこと。 
　それこそが、あの日途絶えた無数の命と 
　痛みを抱えて生き抜いた人たちへ 
　私ができる答えだから。 
 
　知らない。私はあの日を知らない。 
　それでも、私は語り継ぐ。 
　私の言葉で。 
　私の声で。 
 
　見たことない、あの日のヒロシマの空を。 
　もらった優しさを、 
　胸に、抱きしめて。 
 

　 
知らない、それでも 

　　　　　　　　 
南中　３年　真野　悠来 

　 
知らない。知らない。 

　私はあの夏の日を知らない。 
　燃え盛るキノコ雲も、一瞬で消え去った街も 
　熱線に焼かれた、想像もできない皮膚の痛み 
　病へと姿を変えて今も残る、黒い雨に放射能 
 
　資料館の絵と写真が、私に語りかけてくるようで、

ぎゅっと胸が締め付けられた。 
 
「助けてくれ、助けて・・・」 
「水をください、水を・・・」 

声を必死に絞り出し、泣き叫び、消えゆく命。 
皮膚はただれて、目玉が飛び出て、内臓も破れ 
赤く、黒く燃え尽きていく無数の人。 

 
「いってきます」 
「いってらっしゃい」 

今朝交わした、いつもの挨拶。 
「もう知らない！」 
　喧嘩したまま、二度と戻らなかった大切な人。 
「ただいま」 
「おかえり」 
　消えた世界で、残された人の底なしの悲しみ。 
　もう聞こえな。 
　もう帰らない。 
　もう二度と逢えないなんて。 
 
　私は何度も、何度も、言葉を失う。 
　あなたの苦しみの、底にすら届かないから。 
　生身の痛みを、何ひとつもっていないから。 
　だから、簡単に言えない。言ってはいけない。 
　そう思う私がいる。 
 
「大変だったんだね」なんて。 
「つらかったね」 
「痛かっただろうね」なんで。 
　そんな軽い言葉では、片づけられない。 
 
　私は何ひとつ、知らない。 
　私は、あの日の何ひとつも持っていない。 
 

けれど。 
 
　絶望の地獄で差し出された、優しさは 
「生きていて」と泣きながら傷を包んだ愛の手は、 
　思いやりの心は決して消えないことを。 
　私は知ることができる。 
　あの場所で生まれた「優しさ」を、 

受け取ることはできる。 

 
 

【尾形教育長の話】 
一人一人の発表、内容面も発表する姿も素晴らしかった。「思いやりと頼もしさ」があり大いに感動しました。自己テーマ

について、自分の目で見て、耳で聴いて、心で感じたことを自分の体の中で一旦咀嚼して、自分の言葉で表現していたので、
説得力がありました。緊張したと思うが、堂々とやり遂げた自分を、もう一人の自分が「よくやったな」とほめてあげてほし
い。自分の中に、もう一人の自分を育てることが大切です。 
　広島の空が８１年間青いのはなぜか？　原爆ドームが立ち続けているのはなぜか？　原爆の子の像に多くの千羽鶴が届くの 
はなぜか？　多くの問いがあります。その問いに立ち向かうには、「自分の頭で考えて判断する力」と「自分の言葉で表現 
する力」が求められます。自己テーマを設定して追究する中で、この２つの力が発揮されていました。 
平和を維持するにはどうすればよいのか？　その答えが、今日の皆さんの発表の中にあったと思います。日々の生活場面の 

中で、具体的に心がけていきたいと思います。本日の発表、よく頑張りました。

広
島
平
和
記
念
資
料
館
で
展
示
を
見
た

後
、
真
野
君
は
被
爆
体
験
を
聞
き
に
地
下
に

急
い
だ
。
被
爆
の
深
刻
さ
と
そ
の
中
に
あ
っ

て
も
存
在
し
た
優
し
さ
に
触
れ
生
ん
だ
詩
。

出典：10/9　長野日報



〇　南小 6 年　池上舞音さんの「ひろしま新聞」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　広島に実際に行って、現地で資料を見たり体験談を聞いたりすることで、知っているつもりだったこと

が浅い情報であったことを実感し、より深く学べた思いから作成した新聞。悲惨さを強調するだけでなく、

復興や誇りを持てる地にしたいと願う広島の人々の逞しさや明るさを「インタビュー」記事にまとめた。



〇南部小６年　船越伊織さんのプレゼンより（部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　いわゆる負の遺産をどう残すかは、例えば、東日本大震災の遺構などのように現代でも論議の的となる。

「もの」のを通してその背景に人間の営みや思いを感じ取れるので、直接体験をした人にとっては、つら

く悲しい思いを呼び覚ます「もの」になる。平和記念公園をガイドさんの案内によって見て回った後、解

散になっても、さらに質問をしたいとガイドさんに問いを続けた船越君の強い思いがプレゼンに結晶した。



〇南中２年　北澤莉衣奈さんのプレゼンより（部分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月９日（木）の結団式で、隊長の田中副村長から「知ることも大切だが、まずは現地で触れて、見て、聴い

て、自分なりに感じることを大切に」のあいさつで始まった令和８年度のヒロシマ平和学習が、たくさんの成果

をあげ、尾形教育長の「自己テーマについて、自分の目で見て、耳で聴いて、心で感じたことを自分の体の中で

一旦咀嚼して、自分の言葉で表現していたので、説得力がありました。…平和を維持するにはどうすればよいの

か？その答えが、今日の皆さんの発表の中にあったと思います。日々の生活場面の中で、具体的に心がけていき

たいと思います。」で終了しました。10 月下旬に村のホームページに発表資料を公開します。ご覧ください。

児
童
・
生
徒
の
発
表
に
続
い
て
、
保
護
者
を

代
表
し
て
池
上
奈
央
子
さ
ん
と
船
越
徹
也
さ

ん
の
お
二
人
か
ら
、
広
島
平
和
学
習
に
参
加
し

て
の
感
想
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 
 

池
上
さ
ん
か
ら
は
、
南
小
六
年
の
舞
音
さ
ん

に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
親
子
の
会
話
か
ら
、

広
島
に
行
く
前
に
は
ま
と
め
が
き
ち
ん
と
で

き
る
か
不
安
視
し
て
い
た
が
、
行
っ
て
き
た
後

の
ま
と
め
の
段
階
に
な
る
と
、
表
現
し
た
い
こ

と
が
あ
ふ
れ
て
き
て
新
聞
形
式
の
中
に
収
め

る
の
に
苦
労
し
て
い
た
姿
か
ら
、
こ
の
事
業
を

通
し
て
娘
さ
ん
の
成
長
を
感
じ
た
こ
と
、
保
護

者
自
身
も
、
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ

と
が
直
接
資
料
に
触
れ
る
体
験
を
通
し
て
、
さ

ら
に
具
体
的
に
深
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

船
越
さ
ん
も
、
広
島
に
関
し
て
は
そ
れ
な
り

に
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に

広
島
で
見
聞
し
た
こ
と
で
、
今
ま
で
の
知
っ
て

い
る
つ
も
り
の
こ
と
は
単
な
る
情
報
に
過
ぎ

な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
こ
と
、
ネ
ッ
ト
な

ど
の
発
達
で
す
ぐ
に
答
え
や
情
報
が
見
つ
け

ら
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
も
、
こ
う
し
た
現
地
で

実
際
に
資
料
に
触
れ
た
り
、
関
係
者
の
話
を
聞

い
た
り
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
単
な
る
情
報
か

ら
確
か
な
知
識
と
経
験
に
な
り
、
未
来
に
つ
な

が
る
思
い
を
持
て
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ

と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 
お
二
人
と
も
に
、
こ
う
し
た
貴
重
な
機
会
を

設
け
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
を
さ
れ
て

保
護
者
代
表
の
感
想
発
表
が
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　展示された「もの」を通して、被爆体験を聞く体験を通して、その実態の深刻な状態を知り、さらにそこから、

なぜそうした「もの」を残そうとしたのか、なぜそうした残酷な体験を語ろうとしたのか、そうした人たちの 
思いにまで、広島を訪れた学びを通して問いが深められた。南部小の船越君は原爆ドームに焦点化し、南中の 
北澤さんは様々な施設が残されている平和記念公園全体について、残そうとした人々の思いに迫った。直接被爆

者の話を聴くことができる最後の世代としての受け止めをまとめることができた。


